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報告第 １０ 号 

 

 

 

専決処分の報告について 

 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定に

より、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定に基づき報

告する。 

 

 

 

  令和７年８月２２日 提出 

 

 

 

          秋田県仙北市長 田 口 知 明 
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専決処分第 ７ 号 

 

 

 

専 決 処 分 書 

 

 交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定に基

づき、次のとおり専決処分する。 

 

 

  令和７年３月３日 処分 

 

 

           秋田県仙北市長 田 口 知 明 

 

 

記 

 

１．事故発生の日時及び場所 

   日 時 令和７年２月１０日（月） 午後１時５０分頃 

   場 所 仙北市西木町上桧木内字大地田５０番地 地先 

２．和解及び損害賠償の相手方 

        

 

３．和解に至る経過 

   仙北市は、事故発生後、相手方と損害賠償について交渉した

結果、和解するものである。 

４．和解の内容 

 （１）仙北市は、相手方に対し、前記事故の損害賠償金として 

金１８５，０００円を支払う。 

 （２）本件事故に関し、今後いかなる事情が発生しても双方とも

異議の申し立てをしないことを確約する。 
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報 告 第  １ １  号  

 

 

 

専 決 処 分 の 報 告 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条 第 １ 項 の

規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 専 決 処 分 し た の で 、 同 条 第 ２ 項 の 規

定 に 基 づ き 報 告 す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明
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専決処分第 ８ 号 

 

 

 

専 決 処 分 書 

 

 交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定に基

づき、次のとおり専決処分する。 

 

 

  令和７年５月２２日 処分 

 

 

           秋田県仙北市長 田 口 知 明 

 

記 

 

１．事故発生の日時及び場所 

   日 時 令和７年２月１０日（月） 午後１時５０分頃 

   場 所 仙北市西木町上桧木内字大地田５０番地 地先 

２．和解及び損害賠償の相手方 

         

 

        

３．和解に至る経過 

   仙北市は、事故発生後、相手方と損害賠償について交渉した

結果、和解するものである。 

４．和解の内容 

 （１）仙北市は、相手方に対し、前記事故の損害賠償金として 

金１９７，２２６円を支払う。 

 （２）本件事故に関し、今後いかなる事情が発生しても双方とも

異議の申し立てをしないことを確約する。 
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報 告 第  １ ２  号  

 

 

 

専 決 処 分 の 報 告 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条 第 １ 項

の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 専 決 処 分 し た の で 、 同 条 第 ２ 項

の 規 定 に 基 づ き 報 告 す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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専 決 処 分 第  ９  号  

 

 

 

専  決  処  分  書  

 

 交 通 事 故 に 係 る 和 解 及 び 損 害 賠 償 の 額 を 定 め る こ と に つ

い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 専 決 処 分 す る 。  

 

 

  令 和 ７ 年 ５ 月 ２ ２ 日  処 分  

 

 

           秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  

 

記  

 

１ ． 事 故 発 生 の 日 時 及 び 場 所  

   日  時  令 和 ７ 年 ２ 月 １ ０ 日 （ 月 ） 午 後 １ 時 ５ ０ 分 頃  

   場  所  仙 北 市 西 木 町 上 桧 木 内 字 大 地 田 ５ ０ 番 地  地 先  

２ ． 和 解 及 び 損 害 賠 償 の 相 手 方  

        

 

        

３ ． 和 解 に 至 る 経 過  

   仙 北 市 は 、 事 故 発 生 後 、 相 手 方 と 損 害 賠 償 に つ い て

交 渉 し た 結 果 、 和 解 す る も の で あ る 。  

４ ． 和 解 の 内 容  

 （ １ ） 仙 北 市 は 、 相 手 方 に 対 し 、 前 記 事 故 の 損 害 賠 償 金

と し て 金 ２ ２ １ ， ０ ７ ４ 円 を 支 払 う 。  

 （ ２ ） 本 件 事 故 に 関 し 、 今 後 い か な る 事 情 が 発 生 し て も

双 方 と も 異 議 の 申 し 立 て を し な い こ と を 確 約 す る 。  
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報 告 第  １ ３  号  

 

 

 

専 決 処 分 の 報 告 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ８ ０ 条 第 １ 項

の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 専 決 処 分 し た の で 、 同 条 第 ２ 項

の 規 定 に 基 づ き 報 告 す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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専決処分第 １０ 号 

 

 

 

専 決 処 分 書 

 

 物損事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定に基

づき、次のとおり専決処分する。 

 

 

  令和７年７月８日 処分 

 

 

           秋田県仙北市長 田 口 知 明 

 

記 

 

１．事故発生の日時及び場所 

   日 時 令和７年６月９日（月）午前１０時３０分頃 

   場 所 仙北市田沢湖生保内字下高野７４番地１地先 

２．和解及び損害賠償の相手方 

        

 

３．和解に至る経過 

   仙北市は、事故発生後、相手方と損害賠償について交渉した

結果、和解するものである。 

４．和解の内容 

 （１）仙北市は、相手方に対し、前記事故の損害賠償金として金

１５１，４６０円を支払う。 

 （２）本件事故に関し、今後いかなる事情が発生しても双方とも

異議の申し立てをしないことを確約する。 
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報 告 第  １ ４  号  

 

 

 

健 全 化 判 断 比 率 の 報 告 に つ い て  

 

 

 

 令 和 ６ 年 度 決 算 に 基 づ く 健 全 化 判 断 比 率 に つ い て 、 地 方 公 共

団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ９ 年 法 律 第 ９ ４ 号 ）

第 ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て こ れ

を 報 告 す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋田県仙北市長 田 口  知  明  

 

 

記  

 

健 全 化 判 断 比 率                （ 単 位 ： ％ ）  

 

区  分  

 

 

実質赤字比率  

 

連結実質赤字比率  

 

実質公債費比率  

 

将来負担比率  

 

健全化判断比率  

 

 

－  

 

－  

 

8 . 9  

 

7 5 . 8  

 

早期健全化基準  

 

 

( 1 3 . 1 0 )  

 

( 1 8 . 1 0 )  

 

( 2 5 . 0 )  

 

( 3 5 0 . 0 )  

 

財政再生基準  

 

 

( 2 0 . 0 0 )  

 

 

( 3 0 . 0 0 )  

 

 

( 3 5 . 0 )  
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報 告 第  １ ５  号  

 

 

 

資 金 不 足 比 率 の 報 告 に つ い て  

 

 

 

 令 和 ６ 年 度 決 算 に 基 づ く 資 金 不 足 比 率 に つ い て 、 地 方 公 共 団

体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ９ 年 法 律 第 ９ ４ 号 ） 第

２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て こ れ

を 報 告 す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋田県仙北市長 田 口  知  明  

 

 

記  

 

資 金 不 足 比 率                 （ 単 位 ： ％ ）  

 

 

 

 

 

  特 別 会 計 の 名 称   資 金 不 足 比 率   経 営 健 全 化 基 準  

仙 北 市 病 院 事 業 会 計  3 5 . 1  ( 2 0 . 0 )  

仙 北 市 温 泉 事 業 会 計  －  ( 2 0 . 0 )  

仙 北 市 水 道 事 業 会 計  －  ( 2 0 . 0 )  

仙 北 市 下 水 道 事 業 会 計  －  ( 2 0 . 0 )  
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議案第 ８２ 号 

 

 

 

工事請負変更契約の締結について 

 

 

旧市立角館総合病院解体工事請負変更契約を次のとおり締結する

ものとする。 

上記、仙北市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例（平成１７年仙北市条例第４５号）第２条の規定によ

り、議会の議決を求める。 

 

 

 

令和７年８月２２日 提出 

 

 

 

秋田県仙北市長 田 口 知 明 

 

 

記 

 

１．契約の目的 旧市立角館総合病院解体工事請負変更契約 

  

２．契約金額  既契約金額    ７３５，３９６，２００円 

変更契約金額の減額  １，４４７，６００円 

変更後の契約金額 ７３３，９４８，６００円 

 

３．契約の方法  条件付一般競争入札 

 

４．契約の相手方 秋田県仙北市西木町西明寺字荒町東１６４番地７ 

         小松・瀧神・万六特定建設工事共同企業体 

         代表者 株式会社小松建設 

代表取締役 小 松 嘉 次 
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議 案 第  ８ ３  号  
 
 
 

個 別 外 部 監 査 契 約 に 基 づ く 監 査 に よ る こ と に つ い て  
 
 

 
地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ９ 年 法

律 第 ９ ４ 号 ） 第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 仙 北 市 病 院 事 業

の 事 務 の 執 行 に つ い て の 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７

号 ） 第 １ ９ ９ 条 第 ６ 項 の 監 査 に 関 し 、 個 別 外 部 監 査 契 約 に 基

づ く 監 査 に よ る こ と に つ い て 、 同 法 第 ２ ５ ２ 条 の ４ １ 第 ４ 項

に よ り 準 用 す る 同 法 同 条 の ３ ９ 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 、 同 法 同

条 の ４ １ 第 ３ 項 に よ る 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 議 決 を

求 め る 。  

   
 
 
  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  
 
 
 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  ８ ４  号  

 

 

 

仙 北 市 空 き 家 等 の 適 正 管 理 に 関 す る 条 例 の 全 部 を 改 正 す る  

条 例 制 定 に つ い て  

 

 

 

 仙 北 市 空 き 家 等 の 適 正 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ２ ５ 年 仙 北

市 条 例 第 ３ １ 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 条 例 を 別 紙 の と お り 制 定

す る も の と す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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仙 北 市 空 家 等 の 適 正 管 理 に 関 す る 条 例  

 

仙 北 市 空 き 家 等 の 適 正 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 2 5年 仙 北 市 条 例 第

31号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 空 家 等 対 策 の 推 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 平 成

26年 法 律 第 127号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） に 定 め る も の の ほ か 、

空 家 等 の 適 切 な 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 市 民

の 安 全 で 安 心 な 暮 ら し の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。  

（ 空 家 等 対 策 協 議 会 ）  

第 ３ 条  仙 北 市 空 家 等 対 策 計 画 の 作 成 及 び 変 更 並 び に 実 施 に 関 す る

事 項 並 び に 次 条 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 協 議

す る た め 、 仙 北 市 空 家 等 対 策 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ）

を 置 く 。  

２  委 員 は 、 市 長 及 び 法 律 、 不 動 産 、 建 築 等 に 関 し 優 れ た 識 見 を 有

す る 者 そ の 他 市 長 が 適 当 と 認 め る 者 の う ち か ら 、 市 長 が 委 嘱 す る 。  

３  委 員 の 任 期 は ２ 年 と し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 前 任 者 の 残 任 期 間

と す る 。 た だ し 、 再 任 は 妨 げ な い 。  

４  委 員 は 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を

退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。  

（ 意 見 聴 取 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 法 第 22条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 命 令 を し よ う と す る

場 合 又 は 同 条 第 ９ 項 若 し く は 第 1 0項 の 規 定 に よ る 代 執 行 を 行 お う

と す る 場 合 は 、 あ ら か じ め 協 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

（ 緊 急 安 全 措 置 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、 空 家 等 に つ い て 暴 風 、 豪 雪 等 に よ り 人 の 生 命 、 身

体 又 は 財 産 に 対 し 危 害 が 切 迫 し た 状 態 に あ る と 認 め 、 緊 急 に 危 険
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を 回 避 し な け れ ば な ら な い 状 態 に あ り 、 こ れ を 放 置 す る こ と が 公

益 に 反 す る と 認 め る と き は 、 当 該 危 険 な 状 態 を 回 避 す る た め の 必

要 な 最 小 限 の 措 置 を 講 ず る こ と が で き る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 措 置 を 講 じ た と き は 、 当 該 空 家 等 の 所 在 地 及 び

当 該 措 置 の 内 容 を 所 有 者 等 に 通 知 す る も の と す る 。  

３  前 項 の 場 合 に お い て 、 当 該 空 家 等 の 所 有 者 等 を 確 知 す る こ と が

で き な い と き は 、 当 該 空 家 等 の 所 在 地 及 び 当 該 措 置 の 内 容 を 告 示

す る も の と す る 。  

４  市 長 は 、 第 １ 項 の 措 置 を 講 じ た と き は 、 当 該 措 置 に 要 し た 費 用

を 所 有 者 等 に 請 求 す る こ と が で き る 。  

（ 関 係 機 関 と の 連 携 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 空 家 等 に つ い て 犯 罪 又 は 火 災 が 誘 発 さ れ る お そ れ

の あ る 場 合 そ の 他 の 緊 急 を 要 す る と 認 め る 場 合 は 、 関 係 機 関 と 協

議 し 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と を 要 請 す る こ と が で き る 。  

（ 委 任 ）  

第 ７ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議 案 第  ８ ５  号  

 

 

 

仙 北 市 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用 弁

償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定 に つ い て  

 

 

 

 仙 北 市 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等

に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 仙 北 市 条 例 第 ３ ３ 号 ） の 一 部 を 改

正 す る 条 例 を 別 紙 の と お り 制 定 す る も の と す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 20 



仙 北 市 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用

弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 特 別 職 の 職 員 で 非 常 勤 の も の の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す

る 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 3 3号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

別 表 鳥 獣 被 害 対 策 実 施 隊 員 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

空 家 等 対 策 協 議 会 の 委 員  日 額  5,000円  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議 案 第  ８ ６  号  

 

 

 

仙 北 市 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の  

一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定 に つ い て  

 

 

 

仙 北 市 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成

１ ７ 年 仙 北 市 条 例 第 ２ ６ 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 別 紙 の

と お り 制 定 す る も の と す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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仙 北 市 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17年 仙

北 市 条 例 第 26号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ８ 条 の ２ 第 １ 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 第 18条 第 １ 項 」 を 「 第

18条 第 １ 項 及 び 第 19条 の ２ 第 １ 項 第 ３ 号 」 に 改 め る 。  

第 18条 第 １ 項 中 「 者 で 」 を 「 者 （ 第 19条 の ３ 第 １ 項 に お い て 「 配

偶 者 等 」 と い う 。 ） で 」 に 、 「 以 下 同 じ 。 」 を 「 以 下 こ の 項 及 び 次

条 第 １ 項 に お い て 同 じ 。 」 に 、 「 （ 以 下 「 指 定 期 間 」 と い う 。 ） 」

を 「 （ 次 項 及 び 次 条 第 １ 項 に お い て 「 指 定 期 間 」 と い う 。 ） 」 に 改

め る 。  

第 19条 の 次 に 次 の ３ 条 を 加 え る 。  

（ 妊 娠 、 出 産 等 に つ い て の 申 出 を し た 職 員 等 に 対 す る 意 向 確 認

等 ）  

第 19条 の ２  任 命 権 者 は 、 仙 北 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例

（ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 28号 ） 第 23条 の 措 置 を 講 ず る に 当 た っ て

は 、 同 条 の 規 定 に よ る 申 出 を し た 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 申

出 職 員 」 と い う 。 ） に 対 し て 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な

ら な い 。  

(１ )  申 出 職 員 の 仕 事 と 育 児 と の 両 立 に 資 す る 制 度 又 は 措 置 （ 次

号 に お い て 「 出 生 時 両 立 支 援 制 度 等 」 と い う 。 ） そ の 他 の 事 項

を 知 ら せ る た め の 措 置  

(２ )  出 生 時 両 立 支 援 制 度 等 の 請 求 、 申 告 又 は 申 出 （ 以 下 「 請 求

等 」 と い う 。 ） に 係 る 申 出 職 員 の 意 向 を 確 認 す る た め の 措 置  

(３ )  仙 北 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 2 3条 の 規 定 に よ る

申 出 に 係 る 子 の 心 身 の 状 況 又 は 育 児 に 関 す る 申 出 職 員 の 家 庭 の

状 況 に 起 因 し て 当 該 子 の 出 生 の 日 以 後 に 発 生 し 、 又 は 発 生 す る

こ と が 予 想 さ れ る 職 業 生 活 と 家 庭 生 活 と の 両 立 の 支 障 と な る 事

情 の 改 善 に 資 す る 事 項 に 係 る 申 出 職 員 の 意 向 を 確 認 す る た め の
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措 置  

２  任 命 権 者 は 、 ３ 歳 に 満 た な い 子 を 養 育 す る 職 員 （ 以 下 こ の 項 に

お い て 「 対 象 職 員 」 と い う 。 ） に 対 し て 、 規 則 で 定 め る 期 間 内 に 、

次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

(１ )  対 象 職 員 の 仕 事 と 育 児 と の 両 立 に 資 す る 制 度 又 は 措 置 （ 次

号 に お い て 「 育 児 期 両 立 支 援 制 度 等 」 と い う 。 ） そ の 他 の 事 項

を 知 ら せ る た め の 措 置  

(２ )  育 児 期 両 立 支 援 制 度 等 の 請 求 等 に 係 る 対 象 職 員 の 意 向 を 確

認 す る た め の 措 置  

(３ )  対 象 職 員 の ３ 歳 に 満 た な い 子 の 心 身 の 状 況 又 は 育 児 に 関 す

る 対 象 職 員 の 家 庭 の 状 況 に 起 因 し て 発 生 し 、 又 は 発 生 す る こ と

が 予 想 さ れ る 職 業 生 活 と 家 庭 生 活 の 両 立 の 支 障 と な る 事 情 の 改

善 に 資 す る 事 項 に 係 る 対 象 職 員 の 意 向 を 確 認 す る た め の 措 置  

３  任 命 権 者 は 、 第 １ 項 第 ３ 号 又 は 前 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 意 向 を

確 認 し た 事 項 の 取 扱 い に 当 た っ て は 、 当 該 意 向 に 配 慮 し な け れ ば

な ら な い 。  

（ 配 偶 者 等 が 介 護 を 必 要 と す る 状 況 に 至 っ た 職 員 等 に 対 す る 意 向

確 認 等 ）  

第 19条 の ３  任 命 権 者 は 、 職 員 が 配 偶 者 等 が 当 該 職 員 の 介 護 を 必 要

と す る 状 況 に 至 っ た こ と を 申 し 出 た と き は 、 当 該 職 員 に 対 し て 、

仕 事 と 介 護 と の 両 立 に 資 す る 制 度 又 は 措 置 （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条

に お い て 「 介 護 両 立 支 援 制 度 等 」 と い う 。 ） そ の 他 の 事 項 を 知 ら

せ る と と も に 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等 の 請 求 等 に 係 る 当 該 職 員 の 意

向 を 確 認 す る た め の 面 談 そ の 他 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

２  任 命 権 者 は 、 職 員 に 対 し て 、 当 該 職 員 が 40歳 に 達 し た 日 の 属 す

る 年 度 （ ４ 月 １ 日 か ら 翌 年 の ３ 月 31日 ま で を い う 。 ） に お い て 、

前 項 に 規 定 す る 事 項 を 知 ら せ な け れ ば な ら な い 。  

（ 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置 ）  

第 19条 の ４  任 命 権 者 は 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等 の 請 求 等 が 円 滑 に 行

わ れ る よ う に す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  
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(１ )  職 員 に 対 す る 介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 係 る 研 修 の 実 施  

(２ )  介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 関 す る 相 談 体 制 の 整 備  

(３ )  そ の 他 介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 係 る 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る

措 置  

第 21条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ９ 条 」 を 「 、 第 ９ 条 、 第 19条 の ２ 、 第 1 9

条 の ３ 及 び 第 19条 の ４ 」 に 改 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の

規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  任 命 権 者 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ）

前 に お い て も 、 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 仙 北 市 職 員 の 勤 務 時 間 、

休 日 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 第 19条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 の 例 に よ り 、

同 項 各 号 に 掲 げ る 措 置 を 講 ず る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、

そ の 講 じ ら れ た 措 置 は 、 施 行 日 以 後 は 、 同 項 の 規 定 に よ り 講 じ ら

れ た も の と み な す 。  
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議 案 第  ８ ７  号  

 

 

 

仙 北 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る  

条 例 制 定 に つ い て  

 

 

 

 仙 北 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 仙 北 市

条 例 第 ２ ８ 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 別 紙 の と お り 制 定 す

る も の と す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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仙 北 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例  

 

仙 北 市 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 28

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 19条 第 ２ 号 中 「 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 」 を 削 る 。  

第 20条 の 見 出 し 中 「 部 分 休 業 」 を 「 第 １ 号 部 分 休 業 」 に 改 め 、 同

条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

法 第 19条 第 ２ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 範 囲 内 で 請 求 す る 同 条 第 １ 項 に

規 定 す る 部 分 休 業 （ 次 項 及 び 第 ３ 項 に お い て 「 第 １ 号 部 分 休 業 」

と い う 。 ） の 承 認 は 、 30分 を 単 位 と し て 行 う も の と す る 。  

第 20条 第 ２ 項 中 「 以 下 」 の 次 に 「 こ の 項 及 び 次 項 に お い て 」 を 加

え 、 「 （ 短 時 間 勤 務 職 員 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、

「 部 分 休 業 」 を 「 第 １ 号 部 分 休 業 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 部 分 休

業 」 を 「 第 １ 号 部 分 休 業 」 に 、 「 第 １ 項 に 規 定 す る 任 命 権 者 が 定 め

る 」 を 「 勤 務 時 間 条 例 第 21条 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 」 に 改

め 、 同 条 の 次 に 次 の ４ 条 を 加 え る 。  

（ 第 ２ 号 部 分 休 業 の 承 認 ）  

第 20条 の ２  法 第 19条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 範 囲 内 で 請 求 す る 同 条

第 １ 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 第 ２ 号 部 分 休

業 」 と い う 。 ） の 承 認 は 、 １ 時 間 を 単 位 と し て 行 う も の と す る 。

た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に あ っ て は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に

定 め る 時 間 数 の 第 ２ 号 部 分 休 業 を 承 認 す る こ と が で き る 。  

(１ ) １ 回 の 勤 務 に 係 る 日 ご と の 勤 務 時 間 に 分 を 単 位 と し た 時 間

が あ る 場 合 で あ っ て 、 当 該 勤 務 時 間 の 全 て に つ い て 承 認 の 請 求

が あ っ た と き  当 該 勤 務 時 間 の 時 間 数  

(２ ) 第 ２ 号 部 分 休 業 の 残 時 間 数 に １ 時 間 未 満 の 端 数 が あ る 場 合

で あ っ て 、 当 該 残 時 間 数 の 全 て に つ い て 承 認 の 請 求 が あ っ た と

き  当 該 残 時 間 数  

（ 部 分 休 業 の 請 求 を 申 し 出 る １ 年 の 期 間 ）  
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第 20条 の ３  法 第 19条 第 ２ 項 の 条 例 で 定 め る １ 年 の 期 間 は 、 毎 年 ４

月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 月 31日 ま で と す る 。  

（ 職 員 が １ 年 に つ き 請 求 で き る 第 ２ 号 部 分 休 業 の 上 限 ）  

第 20条 の ４  法 第 19条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 条 例 で 定 め る 時 間 は 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 間 と す る 。  

(１ ) 非 常 勤 職 員 以 外 の 職 員  77時 間 30分  

(２ ) 非 常 勤 職 員  当 該 非 常 勤 職 員 の 勤 務 日 １ 日 当 た り の 勤 務 時

間 数 に 10を 乗 じ て 得 た 時 間  

（ 申 出 の 内 容 を 変 更 す る こ と が で き る 特 別 の 事 情 ）  

第 20条 の ５  法 第 19条 第 ３ 項 の 条 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 配 偶 者

が 負 傷 又 は 疾 病 に よ り 入 院 し た こ と 、 配 偶 者 と 別 居 し た こ と そ の

他 の 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 申 出 時 に 予 測 す る こ と が で き な か っ

た 事 実 が 生 じ た こ と に よ り 同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 変 更 （ 第 22条

に お い て 「 第 ３ 項 変 更 」 と い う 。 ） を し な け れ ば 同 項 の 職 員 の 小

学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 の 養 育 に 著 し い 支 障 が 生 じ る と

任 命 権 者 が 認 め る 事 情 と す る 。  

第 21条 中 「 休 業 」 の 次 に 「 （ 法 第 19条 第 １ 項 に 規 定 す る 部 分 休 業

を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 22条 第 １ 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

法 第 19条 第 ６ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 ５ 条 第 ２ 項 の 条 例 で 定 め

る 事 由 は 、 職 員 が 第 ３ 項 変 更 を し た と き と す る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 110

号 ） 第 19条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 範 囲 内 に お い て 、 こ の 条 例 の 施

行 の 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 31日 ま で の 間 に お け る 同 条 第 １ 項 の 規 定

に よ る 部 分 休 業 の 承 認 の 請 求 を す る 場 合 に お け る こ の 条 例 に よ る

改 正 後 の 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 20条 の ４ の 規 定 の 適 用
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に つ い て は 、 同 条 第 １ 号 中 「 77時 間 30分 」 と あ る の は 「 38時 間 45

分 」 と 、 同 条 第 ２ 号 中 「 10」 と あ る の は 「 ５ 」 と す る 。  
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議 案 第  ８ ８  号  

 

 

 

仙 北 市 水 道 事 業 給 水 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定  

に つ い て  

 

 

 

仙 北 市 水 道 事 業 給 水 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 仙 北 市 条 例 第 １ ８ ２

号 ） 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 別 紙 の と お り 制 定 す る も の と

す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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仙 北 市 水 道 事 業 給 水 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

（ 仙 北 市 水 道 事 業 給 水 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  仙 北 市 水 道 事 業 給 水 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 182号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ９ 条 第 １ 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 災 害 そ の 他 非 常 の 場 合 に お い て 、 管 理 者 が 他 の 市 町

村 長 （ 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 27年 法 律 第 292号 ） 第 ７ 条 の 規 定

に よ り 置 か れ た 水 道 事 業 の 管 理 者 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） 又 は 他 の 市 町 村 長 が 同 項 の 指 定 を し た 者 が 給 水 装 置 工

事 を 施 行 す る 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で は な い 。  

 

（ 仙 北 市 下 水 道 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  仙 北 市 下 水 道 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 148号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ６ 条 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 災 害 そ の 他 非 常 の 場 合 に お い て 、 管 理 者 が 他 の 市 町

村 長 の 指 定 を 受 け た 者 に 工 事 を 行 わ せ る 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

（ 仙 北 市 集 落 排 水 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  仙 北 市 集 落 排 水 施 設 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例 第 127号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ７ 条 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 災 害 そ の 他 非 常 の 場 合 に お い て 、 管 理 者 が 他 の 市 町

村 長 の 指 定 を 受 け た 者 に 工 事 を 行 わ せ る 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

（ 仙 北 市 浄 化 槽 整 備 事 業 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ４ 条  仙 北 市 浄 化 槽 整 備 事 業 に 関 す る 条 例 （ 平 成 17年 仙 北 市 条 例
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第 94号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ５ 条 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 災 害 そ の 他 非 常 の 場 合 に お い て 、 管 理 者 が 他 の 市 町

村 長 の 指 定 を 受 け た 者 に 工 事 を 行 わ せ る 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

（ 仙 北 市 簡 易 排 水 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ５ 条  仙 北 市 簡 易 排 水 施 設 条 例 （ 令 和 ２ 年 仙 北 市 条 例 第 ２ 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ７ 条 第 １ 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 災 害 そ の 他 非 常 の 場 合 に お い て 、 管 理 者 が 他 の 市 町

村 長 の 指 定 を 受 け た 者 に 工 事 を 行 わ せ る 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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議 案 第  ８ ９  号  

 

 

 

仙 北 市 水 道 事 業 等 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例  

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定 に つ い て  

 

 

 

仙 北 市 水 道 事 業 等 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 平 成 １ ７ 年 仙 北 市 条 例 第 １ ８ １ 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を 別 紙 の と お り 制 定 す る も の と す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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仙 北 市 水 道 事 業 等 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 水 道 事 業 等 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成

17年 仙 北 市 条 例 第 181号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 18条 第 ２ 項 第 ４ 号 中 「 一 部 」 を 「 全 部 又 は 一 部 」 に 、 「 の 期

間 」 を 「 又 は １ 年 に つ き 管 理 者 が 指 定 す る 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 の

時 間 」 に 改 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議 案 第  ９ ０  号  

 

 

 

仙 北 市 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例  

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 制 定 に つ い て  

 

 

 

仙 北 市 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 平 成 １ ７ 年 仙 北 市 条 例 第 １ ８ ７ 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を 別 紙 の と お り 制 定 す る も の と す る 。  

 

 

 

  令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

          秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明
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仙 北 市 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

仙 北 市 病 院 事 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 平 成 1 7

年 仙 北 市 条 例 第 1 87号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 19条 第 ２ 項 第 ４ 号 中 「 一 部 」 を 「 全 部 又 は 一 部 」 に 、 「 の 期

間 」 を 「 又 は １ 年 に つ き 管 理 者 が 指 定 す る 時 間 を 超 え な い 範 囲 内 の

時 間 」 に 改 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 ７ 年 10月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議 案 第  ９ ４  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 を 、 別 紙

監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  ９ ５  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 集 中 管 理 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定  

に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 集 中 管 理 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算

を 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  ９ ６  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出

決 算 を 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  ９ ７  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 歳 入 歳

出 決 算 を 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  ９ ８  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 介 護 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定  

  に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 介 護 保 険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算

を 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  ９ ９  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 生 保 内 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 生 保 内 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出

決 算 を 、 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ ０  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 田 沢 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定  

に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 田 沢 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決

算 を 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ １  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 雲 沢 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ３ ３ 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 雲 沢 財 産 区 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決

算 を 別 紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ ２  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 病 院 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ９ ２ 号 ） 第 ３ ０ 条 第 ４

項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 病 院 事 業 会 計 決 算 を 、 別 紙

監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ ３  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 温 泉 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ９ ２ 号 ） 第 ３ ０ 条 第 ４

項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 温 泉 事 業 会 計 決 算 を 、 別 紙

監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。   

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ ４  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 水 道 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ９ ２ 号 ） 第 ３ ０ 条 第 ４

項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 水 道 事 業 会 計 決 算 を 、 別 紙

監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。    

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ ５  号  

 

 

 

令 和 ６ 年 度 仙 北 市 下 水 道 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ い て  

 

 

 

 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 ２ ７ 年 法 律 第 ２ ９ ２ 号 ） 第 ３ ０ 条 第 ４

項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 度 仙 北 市 下 水 道 事 業 会 計 決 算 を 、 別

紙 監 査 委 員 の 意 見 を 付 け て 議 会 の 認 定 に 付 す る 。   

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  
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議 案 第  １ ０ ６  号  

 

 

 

仙 北 市 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と  

に つ い て  

 

 

 

 次 の 者 を 仙 北 市 教 育 委 員 会 委 員 に 任 命 し た い の で 、 地 方 教 育

行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 １ ６ ２

号 ） 第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 同 意 を 求 め る 。  

 

 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  

 

記  

 

 

 任 命 す べ き 委 員 の 住 所 、 氏 名 、 生 年 月 日 、 任 期  

 

 住   所    

 氏   名   阿  部  慶  太  

 生 年 月 日    

 任   期   令和７年１１月３０日～令和１１年１１月２９日  
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諮 問 第  １  号  

 

 

 

人 権 擁 護 委 員 の 推 薦 に つ き 意 見 を 求 め る こ と に つ い て  

 

 

 

 次 の 者 を 人 権 擁 護 委 員 と し て 推 薦 し た い の で 、 人 権 擁 護 委

員 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ３ ９ 号 ） 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り 、 議 会 の 意 見 を 求 め る 。  

 

 

 

   

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 住   所    

 氏   名   堀  井  英  和  

 生 年 月 日    

 職   業    
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諮 問 第  ２  号  

 

 

 

人 権 擁 護 委 員 の 推 薦 に つ き 意 見 を 求 め る こ と に つ い て  

 

 

 

 次 の 者 を 人 権 擁 護 委 員 と し て 推 薦 し た い の で 、 人 権 擁 護 委

員 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ３ ９ 号 ） 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り 、 議 会 の 意 見 を 求 め る 。  

 

 

 

   

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 住   所    

 氏   名   髙  階  栄  子  

 生 年 月 日    

 職   業    
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諮 問 第  ３  号  

 

 

 

人 権 擁 護 委 員 の 推 薦 に つ き 意 見 を 求 め る こ と に つ い て  

 

 

 

 次 の 者 を 人 権 擁 護 委 員 と し て 推 薦 し た い の で 、 人 権 擁 護 委

員 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ３ ９ 号 ） 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ

り 、 議 会 の 意 見 を 求 め る 。  

 

 

 

   

令 和 ７ 年 ８ 月 ２ ２ 日  提 出  

 

 

 

秋 田 県 仙 北 市 長  田  口  知  明  

 

 

記  

 

 住   所    

 氏   名   田  口  陽  三  

 生 年 月 日    

 職   業    
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